
 

国立大学法人豊橋技術科学大学 Press Release 
 

２０２４年６月６日 

 

＜概要＞ 

豊橋技術科学大学情報・知能工学系認知神経工学研究室と視覚認知情報学研究室の研究

チームは、表情と記憶色効果の関係を明らかにしました。記憶色効果とは、特定の物体に

関する典型的な色の知識(記憶色)が実際の色の認識に影響を与える現象のことを示します。

本研究により、怒り顔や恐怖顔は中立顔よりも記憶色効果によって受ける色認識への影響

が大きく、記憶色が表情によって異なることがわかりました。この研究の結果は、2024 年

5 月 31 日付で Journal of Vision 誌上にオンライン版が発表されました。 

https://doi.org/10.1167/jov.24.5.14 

＜詳細＞ 

顔は個人を識別するための重要な特徴であり，「顔色をうかがう」といった言葉があるよ

うに、顔色はその人の感情を読み取る上で重要な役割を果たしています。最近の研究では、

同じ顔つきであってもより赤っぽい顔色の方が怒り顔として捉えられやすいなど、顔色が

表情判断を変化させることがわかってきています。しかしながら、日常的な顔色の記憶や、

特定の物体に関する典型的な色の知識によって形成される記憶色までもが、表情によって

異なるのかはよくわかっていませんでした。 

 そこで本研究チームは、記憶色効果と呼ばれる、記憶色によって色の認識が変化する現

象に着目し、表情や顔色の異なる顔画像を使用して、心理物理実験を実施しました。実験

対象者は呈示された顔画像に対して、どちらの顔色に見えたかを「典型色」と「反対色」

の２つの選択肢から選択するように求められました。典型色とは、観測者が物体に対する

知識として所持する色のことであり、顔の場合は肌色などを指します。反対色とは，色相

的に典型色の反対に位置する色のことを指します。実験には異なる顔色を持つ怒り顔、中

立顔、恐怖顔の３つの表情画像を使用しました。周囲の明るさによる色の見え方への影響

を受けないように、実験は一定の明るさにコントロールされた暗室内で行われました。 

  実験の結果、実際には無彩色（灰色）な状態な怒り顔や恐怖顔が無彩色な中立顔よりも、

典型色である赤黄色に色付いて見えやすいことがわかりました(図参照)。怒り顔と恐怖顔

の記憶色が、中立顔よりも赤黄色が高彩度な顔色であるため、無彩色な顔色が典型色に色

付いて見えやすかった可能性が考えられます。これは表情が記憶する顔色を偏らせ、想起

する顔色が実際に目にしたときよりも赤黄色が高彩度な顔色であったという先行研究の報

告と似ていました。 

  本研究の第一著者である情報・知能工学専攻 博士後期課程 1年 長谷川友哉氏は、「一般

的に、怒りから連想される色は赤色であり、怒りを表現する際にも赤色がよく使用されま

す。では、果たして人は、日常的、経験的に怒り顔を中立顔よりも赤っぽく記憶している

のでしょうか。もし人が、顔を記憶する際、その顔色を表情に応じて変化させるのであれ

ば、表情ごとで記憶色が異なるのではないかと考え、本研究の着想に至りました。」と説明

しています。 

表情が与える顔色記憶への影響 
～記憶色効果の大きさが、表情によって異なる～ 
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＜今後の展望＞ 

本成果は、表情が顔に対する記憶色のレベルにまで影響を与えることを初めて明らかに

したものです。記憶と注意は密接な関係にあります。今後は、「赤い怒り顔」に対して、通

常の怒り顔や赤い中立顔よりも注意が向きやすいのかを検証し、なぜ表情によって記憶す

る顔色が異なるのかの仕組みを、より深く理解することを検討しています。 

 

 

図： 無彩色(灰色)な顔色を「典型色」か「反対色」で選択させると、怒り顔の場合、「典型色」と答えやすかった。 
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